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11日11日（土）

午前11時の出陣号砲とともに、359人の戦士が挑んだ「のっとれ！松代

城」を制したのは、松代下山出身の宮沢健二さん（23）です。全長3.5㎞、

高低差200ｍの難雪路を突破し、みごと第19代城主に君臨しました。

士気を高める松代幕府出陣式

ステージで催される華麗な舞

戦士一斉スタート、めざすは一路松代城

３月11日G、なかさと清津スキー場で第18回雪原カ

ーニバルなかさと2006が開催されました。会場を訪れ

た8,000人の観客は、ゲレンデいっぱいに広がるスノー

キャンドルのあかりと、目の前で打ち上げられる色と

りどりの花火に魅せられていました。

雪原カーニバルでは、スノーキャンドルのほかにも、

雪上サッカー大会や雪上コンサートなどさまざまな催

しが行われ、集まった人たちを楽しませました。

ベストパートナーによる雪上コンサート 大人も子どもも観客も、いっしょ
になってよさこいソーランZ

ハートの雪像には、50人のメッセージが
書かれたキャンドルが光っています

雪上サッカー大会では「中里にいが
たライオンズクラブ杯」を目指して
12チームが熱戦を繰り広げました

なかさと2006
雪原カーニバル

新
婚
さ
ん
を
祝
福

「
新
婚
さ
ん
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
」

１日目のクライマ
ックス「ぼんぼ様」
点火（上）と
「雪上神輿活き生
き合戦」（左）

完走者にうれしいほう美の授与。
ハワイ旅行に当選した皆さん

騎馬止め破りに苦戦。
難関不落松代城の道は険しい

第
19
代
城
主
に
就
い
た
宮
沢
健
二
さ
ん

勇壮に「のっとれ！松代城」戦士入場

３
月
11
日
G
・
12
日
A
松
代
総
合
体
育
館
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
た

第
19
回
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
は
、
２
日
間
で
約
２
万
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
会
場
入
口
で
は
24
の
露
店
「
食
い
倒
れ
横
丁
」
が
来
訪
者
を
も
て
な
し
、

会
場
内
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
活い

き
生
き
神み

輿こ
し

や
Ｂ
Ｓ
Ｎ
ラ
ジ
オ
「
Ｏ
ｈ
！
演
歌
」

の
公
開
録
音
な
ど
が
催
さ
れ
、
熱
い
冬
の
宴
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

春
を
呼
ぶ

冬
の
戦
国
絵
巻

第

回

越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
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11日（土）
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現
在
、
議
会
で
審
議
中
で
す
が
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
の
平
成
18

年
度
か
ら
20
年
度
ま
で
の
３
年
間
の
給
付

費
を
推
計
し
、
総
額
の
19
％
を
介
護
保
険

料
と
し
て
算
定
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
基
準
年
額
は
４
４
、
４
０

０
円
と
な
り
、
今
ま
で
の
３
９
、
６
０
０

円
と
比
較
す
る
と
12
・
１
％
上
昇
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
介
護
保
険
制
度
の
浸
透

が
図
ら
れ
、
多
く
の
人
が
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
見
込
み
か
ら
、
介
護
給
付
費
が
増

加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

今
後
も
、
適
正
な
給
付
費
の
支
払
に
向

け
、
健
全
な
介
護
保
険
の
運
営
に
あ
た
り

ま
す
。

十
日
町
市
の
高
齢
者
人
口
の
占
め
る
割

合
は
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
高
齢
者
の
生
活
機
能
の
低
下
を
未

然
に
防
止
し
、
維
持
向
上
さ
せ
る
た
め
の

取
り
組
み
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
の
利
用
状
況
は
、

介
護
認
定
者
の
増
加
に
比
例
し
増
加
し
て

い
ま
す
。

介
護
保
険
の
現
状

保
険
料
の
見
直
し

介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
に
は

申
請
が
必
要
で
す

介
護
保
険
の
対
象
者
と
は
な
ら
な
い
も

の
の
下
肢
機
能
の
低
下
や
低
栄
養
、
閉
じ

こ
も
り
な
ど
が
心
配
さ
れ
る
人
を
対
象

に
、
転
倒
予
防
や
栄
養
教
室
、
認
知
症
予

防
教
室
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

要
支
援
１
、
２
の
人
に
対
し
て
、
状
態

の
改
善
に
向
け
た
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
ま
す
。
従
来
の
「
で
き
な
い
」
こ

と
を
補
う
サ
ー
ビ
ス
か
ら「
で
き
る
こ
と
」

を
引
き
出
す
目
標
志
向
型
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
、
で
き
る
限
り
自
立
し
た
生
活
を

目
指
し
ま
す
。

※
要
介
護
状
態
が
軽
度
の
人
で
心
身
機
能

が
改
善
す
る
可
能
性
が
高
い
人
は
、
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
要
支
援
認

定
者
と
な
り
ま
す
。

こ
の
要
支
援
は
、
さ
ら
に
１
と
２
に
分

け
ら
れ
ま
し
た
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
が
可
能
と
な
る
よ
う
認
知
症
の
通
所
介

護
、
通
い
や
宿
泊
が
で
き
る
介
護
な
ど
、

地
域
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
し
ま

す
。す

べ
て
の
サ
ー
ビ
ス
が
公
正
、
公
平
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
の
情
報
の
公
表
や
規
制
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

介
護
支
援
専
門
員
・
介
護
福
祉
士
な
ど
の

更
な
る
質
の
向
上
の
た
め
必
要
な
研
修
を

実
施
し
ま
す
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
や
そ
の
家
族
の
、
介

護
に
関
す
る
悩
み
・
資
産
の
管
理
や
権
利

擁
護
・
高
齢
者
虐
待
な
ど
の
生
活
の
中
で

の
困
り
ご
と
、
心
配
ご
と
の
相
談
を
実

施
・
支
援
す
る
窓
口
を
充
実
し
ま
す
。
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高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
地
域
の
中
で
安
心
し
て
生
活
を
続
け
て
い
く
た

め
、
介
護
保
険
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
意
向
や
、
心
身
の

状
態
の
変
化
に
適
切
に
対
応
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

認定者数�

40歳～64歳の人
　からの保険料
　　　31％

65歳以上の
人からの保険料
　　　19％

高齢者人口�

介
護
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
確
保
・
向
上

【
介
護
予
防
の
サ
ー
ビ
ス
】

【
65
歳
以
上
の
人

（
第
１
号
被
保
険
者
）
の

保
険
料
を
見
直
し
ま
す
】

【
地
域
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
】

【
高
齢
者
支
援
の
窓
口
の
充
実
】

介
護
予
防
・

自
立
支
援
の
取
り
組
み

【
介
護
予
防
事
業
の
提
供
】

従
来
の
５
段
階
か
ら
、
６
段
階
に
な
り

ま
す
。
所
得
の
低
い
人
の
負
担
能
力
に
よ

り
き
め
細
か
く
対
応
で
き
る
よ
う
、
非
課

税
世
帯
の
２
段
階
を
１
段
階
増
や
し
３
段

階
と
し
ま
し
た
。

①
年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
受
給
者
は
、

年
金
の
定
期
払
い
（
年
６
回
）
の
際
に

介
護
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

②
年
金
が
年
額
18
万
円
未
満
の
受
給
者
は
、

市
が
送
付
す
る
納
付
書
で
介
護
保
険
料

を
納
付
（
年
12
回
）
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
に
あ
た
っ
て
は
、
手
間
が
か
か
ら

ず
、
便
利
で
安
全
な
口
座
振
替
を
お
勧

め
し
ま
す
。

市
役
所
や
支
所
の
介
護
担
当
窓
口
に
要

介
護
認
定
の
申
請
を
行
い
ま
す
。
お
手
元

に
あ
る
介
護
保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
や

医
師
（
主
治
医
）
の
名
前
な
ど
を
お
聞
き

し
ま
す
。

申
請
に
基
づ
い
て
介
護
の
調
査
員
が
訪

問
し
、
本
人
や
家
族
か
ら
心
身
の
状
態
を

聞
き
と
り
調
査
し
ま
す
。
ま
た
、
主
治
医

が
市
の
依
頼
を
受
け
て
意
見
書
を
作
成
し

ま
す
。

訪
問
調
査
の
結
果
や
主
治
医
の
意
見
書

を
基
に
、
介
護
認
定
審
査
会
が
「
ど
の
く

ら
い
介
護
が
必
要
か
」
な
ど
を
審
査
・
判

定
し
ま
す
。

原
則
と
し
て
申
請
か
ら
30
日
以
内
に
届

き
ま
す
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー（
介
護
支
援
専
門
員
）

な
ど
に
相
談
し
て
、
本
人
の
希
望
や
状
態

に
応
じ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ

ラ
ン
）
を
た
て
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
契
約
を
結
び
、
ケ

ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
ま
す
。
原
則
と
し
て
、
費
用
の
１
割
は

利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。●問合せ●

保険年金課介護保険係

1757－3111（内線162）

【
所
得
段
階
の
見
直
し
】

【
保
険
料
の
納
め
方
】

【
申
請
方
法
】

【
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
】

【
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
】

【
調
査
の
実
施
】

【
介
護
度
の
審
査
】

【
認
定
結
果
通
知
の
送
付
】

所得段階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

対　　象　　者
18年度から
年額保険料

22,200円

22,200円

33,300円

44,400円

55,500円

66,600円

所得段階

17 年　度

第１段階

年額保険料

19,800円

第２段階 29,700円

第３段階

第４段階

第５段階

39,600円

49,500円

59,400円

世帯員全員が市民税非課税で老齢福祉年金を受
けている人、生活保護を受給している人

世帯員全員が市民税非課税で前年の合計所得金
額＋課税年金収入額が80万円以下の人

世帯員全員が市民税非課税で
第２段階以外の人

世帯のだれかに市民税が課税されているが、
本人は市民税非課税の人

本人が市民税課税で前年の合計所得
金額が200万円未満の人

本人が市民税課税で前年の合計所得
金額が200万円以上の人
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こ
こ
で
い
う
国
民
保
護
と
は
、
万
一
の

有
事
や
大
規
模
な
テ
ロ
が
あ
っ
た
場
合
に
、

国
や
県
、
市
町
村
が
市
民
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
の
行
動
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ

め
定
め
て
お
く
仕
組
み
の
こ
と
で
す
。
こ

れ
ま
で
日
本
に
は
、
自
然
災
害
に
対
す
る

法
律
や
制
度
は
あ
り
ま
し
た
が
、
有
事
の

対
応
に
つ
い
て
は
定
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
た
め
平
成
16
年
６
月
に
国

会
で
「
国
民
保
護
法
」
が
成
立
し
、
同
年

９
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
保
護
法
で
は
、
武
力
攻
撃
事
態
な

ど
に
備
え
て
あ
ら
か
じ
め
政
府
が
定
め
る

基
本
指
針
、
地
方
公
共
団
体
（
県
及
び
市

町
村
）
が
作
成
す
る
国
民
保
護
に
関
す
る

計
画
（
国
民
保
護
計
画
）
及
び
国
民
保
護

計
画
を
審
議
す
る
国
民
保
護
協
議
会
な
ど

に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま
す
。

国
民
保
護
の
仕
組
み
は「
避
難
」「
救
援
」

「
武
力
攻
撃
に
伴
う
被
害
の
最
小
化
」か
ら

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

「
避
難
と
救
援
」
は
、
有
事
な
ど
の
際

に
市
民
の
皆
さ
ん
を
安
全
な
地
域
へ
避
難

誘
導
し
、
避
難
後
の
生
活
を
救
援
す
る
も

の
で
す
。「
武
力
攻
撃
に
伴
う
被
害
の
最
小

化
」
は
、
武
力
攻
撃
に
よ
る
被
害
を
予
防

し
た
り
、
消
火
、
救
急
、
救
助
を
実
施
し

た
り
、
ま
た
、
国
民
生
活
の
安
定
を
図
っ

た
り
す
る
も
の
で
す
。

国
民
保
護
を
実
施
す
る
に
は
、国
や
県
、

市
の
力
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
大
規
模
災
害
で
も
、
初
動
対
応

に
お
け
る
自
主
防
災
組
織
や
町
内
会
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
の
重
要
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
国
民
保
護
に
お
い
て
も
、

避
難
や
被
災
者
の
救
助
な
ど
で
自
主
的
な

防
災
活
動
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
協
力
は
、
自
発
的
な
意
思
に

委
ね
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
活
動
に
あ
た

っ
て
は
安
全
が
十
分
に
配
慮
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
次

の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
自
発
的
な
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

避
難
に
関
す
る
訓
練
へ
の
参
加

避
難
や
被
災
者
の
救
援
の
援
助

消
火
活
動
、
負
傷
者
の
搬
送
ま
た
は
被

災
者
の
救
助
の
援
助

保
健
衛
生
の
確
保
に
関
す
る
措
置
の
援

助
な
ど

国
民
保
護
は
戦
争
な
ど
を
肯
定
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
万
一
の
有
事
の
場

合
な
ど
に
国
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
を

守
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
今
後
、「
国
民

保
護
計
画
」
を
作
成
す
る
際
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
も
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
し
、
計
画
策
定
後
は
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
こ
の
業
務

は
、
４
月
か
ら
新
設
さ
れ
る
防
災
安
全
課

が
担
当
し
ま
す
。
次
ペ
ー
ジ
に
仕
組
み
図

を
掲
載
し
た
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
人
員

15
人
程
度

◆
応
募
資
格

十
日
町
市
内
に
居
住
ま
た

は
勤
務
す
る
18
歳
以
上
の
健
康
な
女
性

◆
採
用
期
日

10
月
１
日

◆
募
集
期
間

４
月
１
日
g

〜
５
月
31
日
d

◆
応
募
方
法

十
日
町
市
女
性
消
防
団
員

入
団
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
申
込
先
ま
で
提
出
（
申
込
書
は
消

防
本
部
、
各
分
署
、
分
遣
所
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
）

◆
活
動
内
容

①
各
種
行
事
へ
の
参
加
（
消
防
演
習
、
防

災
訓
練
、
出
初
式
な
ど
）

②
防
火
指
導
（
高
齢
者
宅
訪
問
・
防
火
広

報
・
火
災
予
防
運
動
へ
の
参
加
な
ど
）

③
救
急
講
習
の
普
及
活
動

◆
処
　
遇

①
報
酬
　
出
動
ご
と
に
費
用
弁
償
を
支
給

年
間
一
定
額
の
報
酬
を
支
給

②
被
服
　
制
服
、
制
帽
、
活
動
服
、
ア
ポ

ロ
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
の
貸
与

③
福
利
厚
生
　
公
務
災
害
補
償
制
度
、
福

祉
共
済
制
度
、
互
助
事
業
制
度
、
退
職

報
償
金
支
給
制
度
（
勤
続
５
年
以
上
）

な
ど

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

十
日
町
地
域
消
防
本
部
総
務
課
消
防
団
係

〒
９
４
８
―
０
０
３
６

十
日
町
市
北
新
田
１
番
地
10

1
７
５
７
―
１
５
５
６（
内
線
２
２
４
）

Ｆ
Ａ
Ｘ

７
５
７
―
８
４
９
９
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武力攻撃事態などにおける国民の保護のための仕組み

十
日
町
市
消
防
団

女
性
消
防
団
員
募
集

十
日
町
市
消
防
団
で
は
、
団
を
充
実
強
化
す
る
と
と
も

に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
結
び
つ
き
を
深
め
安
全
・
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
新
た
に
女
性
消

防
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

あ
な
た
の
力
を
「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
た
め
に
発
揮
し
ま
せ
ん
か
。

〜
消
防
団
員
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
活
動
を
行
う

「
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
」
で
す
〜

世界各地で発生しているテロなどはいつどこで発生しても不思議でなく、日本だけが例外

とは言えない状態です。このため、武力攻撃が発生した場合に備え、国民の安全を確保する

ために整備された法律の一つが「武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する

法律」（以下「国民保護法」）です。

国民保護法は、武力攻撃から国民の生命、身体及び財産を保護し、武力攻撃が国民生活及

び国民経済に与える影響を最小にするため、国、都道府県及び市町村の具体的な役割分担、

指定公共機関の役割、国民の保護のための措置の実施体制などについて定めています。

十日町市では、この国民保護法に基づき、「十日町市国民保護協議会条例」及び「十日町

市国民保護対策本部及び十日町市緊急対処事態対策本部条例」の２つの案を平成18年市議会

第１回定例会に上程しました。条例可決後、18年度中に「十日町市国民保護計画」を策定す

る予定です。国民保護は、市民一人ひとりの生活と深くかかわる新しい制度で、市民の皆さ

んの理解と協力が欠かせないものです。以下、その概要などをお知らせします。

国
民
保
護
と
は

国
民
保
護
の
仕
組
み

市
民
の
協
力

（4） （3）（2）（1）
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◆
補
助
対
象

【
融
雪
式
】

①
融
雪
装
置
（
地
下
水
の
解
放
利
用
を
伴

う
も
の
除
く
）
の
設
置
工
事
で
、
新
築
・

増
築
・
改
良
に
よ
る
も
の
。

②
融
雪
構
造
住
宅
の
新
築
・
増
築
工
事
及

び
融
雪
構
造
住
宅
へ
の
改
良
工
事
。

【
耐
雪
式
】

３
・
３
ｍ
（
川
西
地
域
は
３
・
０
ｍ
）
以

上
の
積
雪
荷
重（
９
９
０
㎏
／
㎡
）に
対
し

て
安
全
な
住
宅
の
新
築
・
増
築
工
事
で
、

原
則
と
し
て
雪
ぴ
対
策
を
講
じ
た
も
の
。

【
落
雪
式
】

屋
根
雪
を
人
力
に
よ
ら
ず
落
下
さ
せ
る

屋
根
構
造
ま
た
は
強
制
装
置
を
有
し
、
落

下
さ
せ
た
雪
を
敷
地
内
で
有
効
に
処
理
で

き
る
も
の
。

【
高
床
式
】

一
階
を
鉄
骨
ま
た
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
と
し
、
二
階
及
び
三
階
を
木
造
と
し

た
も
の
。

◆
補
助
条
件

18
年
度
内
に
完
成
す
る
右
の
住
宅
で
、

市
が
適
正
と
認
め
た
も
の
が
対
象
で
す
。

①
個
人
住
宅
及
び
共
同
住
宅
（
併
用
住
宅

も
含
む
、新
築
建
売
住
宅
の
購
入
も
可
）。

②
原
則
と
し
て
雨
水
及
び
融
雪
水
に
よ
る

「
地
下
水
か
ん
養
設
備
」の
設
置
が
必
要
。

③
落
雪
式
及
び
高
床
式
住
宅
は
松
代
・
松

之
山
地
域
に
限
る
。

※
克
雪
住
宅
づ
く
り
資
金
貸
付
制
度
を
受

け
る
場
合
で
も
該
当
し
ま
す

※
過
去
に
克
雪
住
宅
関
連
補
助
を
受
け
た

こ
と
の
あ
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん

◆
補
助
金
上
限

44
万
円
（
松
代
・
松
之

山
地
域
の
落
雪
式
住
宅
及
び
高
床
式
住
宅

は
33
万
円
）

◆
受
付
期
間

４
月
１
日
〜
11
月
30
日

※
工
事
着
手
前
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い

◆
対
象
工
事
・
貸
付
額

【
融
雪
式
】

①
融
雪
装
置
（
地
下
水
の
解
放
利
用
を
伴

う
も
の
を
除
く
）
の
設
置
工
事
…
融
雪
装

置
の
設
置
工
事
費
の
80
％
以
内

②
融
雪
構
造
住
宅
の
新
築
工
事
…
工
事
費

の
15
％
以
内

③
右
の
建
物
の
改
良
工
事
…
工
事
費
の

80
％
以
内

【
耐
雪
式
】

３
・
３
ｍ
（
川
西
地
域
は
３
・
０
ｍ
）
以

上
の
積
雪
荷
重
（
９
９
０
㎏
／
㎡
）
に
対

し
て
安
全
な
住
宅
の
新
築
・
増
築
工
事
で
、

雪
ぴ
対
策
を
講
じ
た
も
の
…
工
事
費
の
20

％
以
内

【
落
雪
式
】

①
屋
根
こ
う
配
や
滑
り
や
す
い
屋
根
材
な

ど
を
利
用
し
て
雪
を
滑
り
落
と
す
建
物
の

新
築
・
増
築
工
事
…
工
事
費
の
10
％
以
内

②
右
の
建
物
の
改
良
工
事
…
工
事
費
の
80

％
以
内

◆
貸
付
条
件

原
則
と
し
て
雨
水
及
び
融
雪
水
に
よ
る

「
地
下
水
か
ん
養
施
設
」を
設
置
し
た
建
物

で
、
市
が
適
正
と
認
め
た
も
の
。

※
克
雪
住
宅
協
調
整
備
事
業
の
補
助
を
受

け
る
場
合
で
も
該
当
し
ま
す

◆
貸
付
限
度
額

融
雪
式
・
耐
雪
式
…
６
０
０
万
円

落
雪
式
…
４
０
０
万
円

◆
貸
付
利
率

融
雪
式
・
耐
雪
式
…
年
１
・
５
％

落
雪
式
…
年
２
・
０
％

◆
貸
付
期
間

15
年
以
内

◆
受
付
期
間

18
年
度
内
に
完
了
す
る
も

の
で
あ
れ
ば
随
時

※
工
事
着
手
前
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

新
潟
県
中
越
大
震
災
で
被
災
し
た
住
宅

及
び
宅
地
の
新
築
ま
た
は
改
修
に
必
要
な

資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

◆
貸
付
条
件

①
十
日
町
市
に
住
所
を
有
し
、
自
ら
居
住

す
る
た
め
の
被
災
住
宅
や
宅
地
な
ど
の
整

備
を
行
う
者
。

②
十
日
町
市
税
を
完
納
し
て
い
る
者
。

③
住
宅
整
備
に
関
し
て
は
、
市
長
の
発
行

す
る
被
災
証
明
書
（
旧
十
日
町
市
以
外
の

地
域
は
罹
災
証
明
書
）
を
受
け
た
者
。

④
宅
地
整
備
地
に
関
し
て
は
、
市
長
が
適

正
と
認
め
た
者
。

⑤
貸
付
金
の
償
還
能
力
が
取
扱
金
融
機
関

の
定
め
る
条
件
に
適
合
し
て
い
る
者
。

※
被
災
者
住
宅
復
興
資
金
利
子
補
給
制
度

と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん

◆
貸
付
限
度
額

住
宅
の
新
築
・
修
繕
資
金

…
１
、
０
０
０
万
円

宅
地
の
改
修
資
金
…
３
０
０
万
円

※
住
宅
の
新
築
・
改
築
資
金
と
宅
地
の
改

修
資
金
を
合
わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す

◆
貸
付
利
率

年
１
・
５
％

◆
貸
付
期
間

15
年
以
内

◆
受
付
期
間

11
月
30
日
ま
で

地
震
に
よ
る
木
造
住
宅
の
被
害
を
軽
減

し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
受
け

る
人
に
診
断
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
助
成
対
象

十
日
町
市
税
を
完
納
し
次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
す
者
で
、
市
内
に
所
在
す
る
個

人
所
有
の
住
宅
。

①
現
在
居
住
し
て
い
る
住
宅
（
併
用
住
宅

を
含
む
）

②
一
戸
建
て
の
住
宅

③
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
住
宅

④
壁
・
柱
・
床
・
屋
根
そ
の
ほ
か
の
住
宅

の
主
要
な
部
分
が
木
造
の
住
宅

◆
耐
震
診
断
の
対
象
範
囲

助
成
の
対
象
と
な
る
耐
震
診
断
の
範
囲

は
木
造
部
分
の
み
と
し
ま
す
。
高
床
・
基

礎
な
ど
の
木
造
以
外
の
部
分
は
助
成
対
象

範
囲
よ
り
除
き
ま
す
。

◆
助
成
金
額

助
成
対
象
範
囲
の
住
宅
の
延
べ
床
面
積

に
応
じ
て
定
め
た
耐
震
診
断
料
か
ら
１
万

円
を
差
し
引
い
た
額
と
し
ま
す
。

◆
受
付
戸
数

先
着
１
５
０
戸

◆
受
付
期
間

４
月
１
日
〜
９
月
30
日

※
自
分
で
も
で
き
る
簡
易
的
な
耐
震
診
断

書
も
用
意
し
て
あ
る
の
で
、
併
せ
て
ご
利

用
く
だ
さ
い

新
潟
県
中
越
大
震
災
で
「
半
壊
」
以
上

の
被
害
を
受
け
た
住
宅
所
有
者
の
、
融
雪

式
住
宅
な
ど
の
雪
国
特
有
の
建
築
様
式
に

よ
る
住
宅
の
再
建
を
支
援
し
ま
す
。

◆
補
助
対
象

【
融
雪
式
】

①
融
雪
装
置
の
設
置
工
事
で
、
新
築
・
増

築
・
改
良
に
よ
る
も
の
。

②
融
雪
構
造
住
宅
の
新
築
・
増
築
工
事
及

び
融
雪
構
造
住
宅
へ
の
改
良
工
事
。

【
耐
雪
式
】

３
・
３
ｍ
（
川
西
地
域
は
３
・
０
ｍ
）
以

上
の
積
雪
荷
重（
９
９
０
㎏
／
㎡
）に
対
し

て
安
全
な
住
宅
の
新
築
・
増
築
工
事
で
、

有
効
な
雪
ぴ
対
策
を
講
じ
た
も
の
。

【
落
雪
式
】

屋
根
雪
を
人
力
に
よ
ら
ず
落
下
さ
せ
る

屋
根
構
造
ま
た
は
強
制
装
置
を
有
す
る
も

の
。

◆
補
助
条
件

中
越
大
震
災
で
半
壊
以
上
の
被
害
を
受

け
た
住
宅
所
有
者
が
再
建
す
る
、
18
年
度

内
に
完
成
す
る
住
宅
。

※
過
去
に
克
雪
住
宅
関
連
補
助
を
受
け
住

宅
の
再
建
も
該
当
と
な
り
ま
す

◆
補
助
金
上
限

66
万
円

◆
受
付

こ
の
事
業
は
新
潟
県
中
越
大
震

災
復
興
基
金
の
事
業
で
す
が
、
建
設
課
で

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
３
月
１
日
よ
り
受
け
付
け
て
い
ま
す

※
工
事
着
手
前
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い

新
潟
県
中
越
大
震
災
で
被
災
し
た
住
宅

及
び
宅
地
の
新
築
ま
た
は
改
修
な
ど
に
必

要
な
資
金
借
入
に
か
か
る
利
息
の
一
部
を

補
給
し
ま
す
。

◆
補
給
条
件

①
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
の
建
設
ま

た
は
購
入
、
も
し
く
は
補
修
を
行
う
者
。

②
市
長
の
発
行
す
る
被
災
証
明
書
（
旧
十

日
町
市
以
外
の
地
域
は
罹
災
証
明
書
）
を

受
け
た
者
。

③
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
に
貸
付
を
受

け
た
者
。

※
住
宅
等
災
害
復
興
資
金
貸
付
制
度
と
の

併
用
は
で
き
ま
せ
ん

◆
補
給
限
度
額

住
宅
の
新
築
・
購
入
資
金

…
１
、
１
０
０
万
円

住
宅
な
ど
の
補
修
資
金
…
５
９
０
万
円

※
補
給
限
度
額
は
借
入
額
の
う
ち
、
補
給

対
象
と
な
る
金
額
で
す

◆
補
給
利
率

年
間
収
入
８
０
０
万
円
以
下

…
１
・
９
％
分

年
間
収
入
８
０
０
万
円
超

…
１
・
０
％
分

※
補
給
利
率
は
借
入
利
率
の
う
ち
、
補
給

対
象
と
な
る
利
率
で
す

◆
補
給
期
間

借
入
れ
の
日
か
ら
５
年
間

◆
受
付

こ
の
制
度
は
新
潟
県
中
越
大
震

災
復
興
基
金
の
制
度
で
す
が
、
建
設
課
で

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
申
請
は
随
時
受

付
け
て
い
ま
す
。
借
入
日
か
ら
２
か
月
以

内
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

雪
と
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

問合せ
建設課建築住宅係

1757-3111（内線251）

克
雪
住
宅
協
調
整
備
事
業

克
雪
住
宅
づ
く
り

資
金
貸
付
制
度

住
宅
等
災
害
復
興
住
宅

資
金
貸
付
制
度

木
造
住
宅
耐
震
診
断

支
援
事
業

雪
国
住
ま
い
づ
く
り

支
援
事
業

（
新
潟
県
中
越
大
震
災
復
興
基
金
事
業
）

被
災
者
住
宅
復
興
資
金

利
子
補
給
制
度

（
新
潟
県
中
越
大
震
災
復
興
基
金
事
業
）

耐震診断の対象
となる延べ床面積

70㎡以下

耐　震
診断料

自　己
負担額

助成金額

７万円

８万円

10万円

１万円

１万円

１万円

６万円

７万円

９万円

70㎡超

175㎡以下

175㎡超
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地域の風～支所からのたより～ 地域の風～支所からのたより～

「
平
成
18
年
豪
雪
」
も
収
ま
り
を
み
せ

た
２
月
20
日
の
未
明
、
裏
山
の
方
で
「
糊の

り

つ
け
干
ー
せ
」
と
い
う

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。「
明
日
は
天
気
が
い

い
か
ら
洗
濯
糊
を
つ
け

て
干
せ
」
と
い
う
い
わ

れ
の
、
フ
ク
ロ
ウ
の
天

気
予
報
の
声
は
、
今
で

も
健
在
で
す
。

昔
か
ら
「
五
郎
助
、

奉
公
」
と
か
「
ボ
ロ
着

て
奉
公
」
と
聞
き
な
し

て
い
ま
し
た
が
、
蓬
平
集
落
出
身
の
若
井

卯し
げ

巨ひ
ろ

さ
ん
が
著
し
た
『
松
之
山
挽
歌
』
に

は
、
「
小
僧
来
い
、
小
僧
来
い
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
酒
好
き
の
私
に
は
「
呑の

み

助
、
干
せ
」
と
聞
こ
え
る
の
で
妙
で
す
。

フ
ク
ロ
ウ
は
、
夜
の
世
界
に
君
臨
し
て

い
ま
す
が
、
昼
と
も
な
る

と
カ
ラ
ス
に
追
わ
れ
て
逃

げ
の
一
手
し
か
な
い
哀
れ

さ
で
逃
げ
惑
っ
て
い
ま
す
。

個
体
数
が
少
な
く
、
あ

ま
り
そ
の
声
も
聞
く
機
会

が
な
い
の
が
残
念
で
す
。

（
写
真
　
関
谷
八
郎
さ
ん
、

文
　
高
橋
八
十
八
）

まつだい駅から西へ車で15分、上越市大島区との市

境に星峠集落はあります。

「棚田の雪は消えましたかね？」「田植えはいつごろ

になりそうですか？」。雪も降り止んだ春先は、そんな

問合せの電話が、松代支所の観光係に立て込みます。

これまでに数回増刷を重ねた「まつだい棚田マップ」

には、棚田の写真スポットとして11か所が紹介されて

います。季節により、時間により野山はその美しさを演

出しますが、それに新緑や桜木などがアクセントに加わ

ればもう絶品！農村の原風景、自然の造形美と称

されて、多くの写真家を引き付ける棚田は、

その素朴で静かなたたず

まいとは裏腹

に、いくつもの

レンズが向けら

れる華やかな被

写体と化します。

フ
ク
ロ
ウ

星峠

星峠の棚田

３
月
11
日
g
・
12
日
a
の
２
日
間
、
埼

玉
県
新
座
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
中
里
地

域
を
訪
れ
、
十
日
町
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

中
里
支
部
の
団
員
と
交
流
し
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
春
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
陽

気
と
青
空
の
下
、
な
か
さ
と
清
津
ス
キ
ー

場
で
ス
キ
ー
交
流
を
行
い
、
夜
は
雪
原
カ

ー
ニ
バ
ル
に
参
加
し
ま
し
た
。
２
日
目
は

あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
前
日
に
引

き
続
き
ス
キ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
お
昼

に
は
保
護
者
手
作
り
の

と
ん
汁
に
舌
鼓
。
最
後

は
友
だ
ち
と
み
ん
な
で

記
念
撮
影
し
、
た
く
さ

ん
の
思
い
出
と
と
も
に

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で

地
元
を
代
表
し
て
歓
迎

の
あ
い
さ
つ
を
し
た
柳

夕
陽
さ
ん
（
田
沢
小
６

年
）
は
「
初
め
て
ス
キ

ー
を
し
た
友
だ
ち
も
い

た
け
れ
ど
、
２
日
目
は

滑
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
よ
。
雪
原
カ

ー
ニ
バ
ル
で
友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
ス
ノ

ー
キ
ャ
ン
ド
ル
に
火
を
つ
け
た
こ
と
が
一

番
の
思
い
出
で
す
。
と
て
も
き
れ
い
だ
っ

た
よ
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

新
座
市
と
中
里
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
交
流
は
、
昭
和
61
年
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
剣
道
や
野
球
な
ど
で
交
流
し
、
毎
年

８
月
に
中
里
か
ら
新
座
市
へ
、
３
月
に
新

座
市
か
ら
中
里
へ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
訪
問
を

続
け
て
い
ま
す
。
こ
の

交
流
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
体
育
協
会
交
流
や

文
化
交
流
、
農
業
体
験

交
流
な
ど
が
盛
ん
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
新
座
市

と
旧
中
里
村
は
、
平
成

７
年
に
災
害
時
相
互
応

援
協
定
を
結
び
、
平
成

14
年
に
は
友
好
姉
妹
都

市
提
携
を
締
結
し
て
い

ま
す
。

第
22
回
新
座
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・

十
日
町
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
中
里
支
部
交
歓
会

沿
い
２
か
所
に
看
板
を
設
置
し
た
。
こ
の

看
板
に
は
白
羽
毛
と
い
う
名
前
を
入
れ
地

名
も
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

ほ
か
に
も
活
動
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
高
道

山
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
草
刈
り
や
保
安
を
引
き

受
け
る
ほ
か
、
集
落
の
み
ん
な
が
集
ま
っ

て
楽
し
も
う
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
を
実

施
。
祭
り
の
神み

輿こ
し

で
汗
を
流
し
、
中
里
民

謡
流
し
に
も
参
加
し
て
い
る
。
敬
老
会
へ

の
協
力
、
大
地
の
芸
術
祭
へ
の
協
力
も
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
隣
地
区
の
「
誠
友
会
」

（
東
田
尻
集
落
）
と
交
流
し
、
情
報
交
換

な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

樋
口
会
長
は

「
特
に
辛
い
こ
と

と
か
苦
労
し
た
こ

と
は
な
い
よ
。
何

や
っ
て
も
楽
し
い

こ
と
が
多
い
」
と

語
る
。

自
ら
楽
し
み
、

周
り
も
楽
し
む
こ

と
で
地
域
が
盛
り

上
が
る
は
ず
と
、

と
に
か
く
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
挑
戦

し
、
楽
し
み
な
が

ら
地
域
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。

白
羽
毛
集
落
の
若
手
12
人
で
結
成
さ
れ

た
「
あ
ぜ
道
会
」
は
、
同
集
落
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
夏
の
暑
い
盛
り
に
〝
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ

刈
り
を
し
た
あ
と
お
い
し
い

ビ
ー
ル
を
飲
も
う
！
〞
と
集

ま
っ
た
中
で
〝
何
か
や
っ
て

地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
じ
ゃ

な
い
か
〞
と
５
年
前
『
あ
ぜ

道
会
』
を
結
成
し
た
」
と
話

す
の
は
、
会
長
の
樋
口
徹
さ

ん
。
活
動
の
き
っ
か
け
と
名

前
の
由
来
は
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ

刈
り
で
あ
っ
た
。

は
じ
め
に
取
り
組
ん
だ
の

が
地
名
の
ア
ピ
ー
ル
と
交
通

安
全
の
看
板
づ
く
り
。
白
羽

毛
集
落
の
真
ん
中
に
国
道
３

５
３
号
が
あ
り
、
カ
ー
ブ
で

見
通
し
が
悪
い
。
そ
れ
な
の

に
猛
ス
ピ
ー
ド
で
通
り
過
ぎ

る
車
が
多
い
。
そ
こ
で
地
域

の
交
通
安
全
を
願
い
、
国
道

白羽毛　あぜ道会

地域の活動を
盛り上げよう

中里の�

4

野
菜
で
も
肉
で
も
欲
し
い
食
物
は

い
つ
で
も
手
に
入
る
。
朝
の
出
勤
で

は
夏
と
同
じ
よ
う
に
車
庫
か
ら
車
が

出
せ
る
…
。
真
冬
で
も
、
さ
し
て
支

障
な
く
日
常
生
活
が
送
れ
る
現
代
で

す
が
、
60
年
ぶ
り
と
な
っ
た
今
冬
の

豪
雪
を
経
験
す
る
と
、
当
然
の
こ
と

と
思
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
こ
と
が
身

に
染
み
て
あ
り
が
た
く
思
わ
れ
ま
す
。

「
60
年
前
は
ど
う
や
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
ん
で
す

か
？
」
そ
ん
な
疑
問
が
「
集
落
探
訪
チ
ー
ム
」
を
動

か
し
て
い
ま
す
。

「
集
落
探
訪
チ
ー
ム
」
は
、
農
村
の
研
究
員
や
大

学
生
、
地
元
住
民
な
ど
20
人
か
ら
な
る
農
舞
台
の
サ

ポ
ー
タ
ー
で
す
。
雪
国
・
農
耕
を
運
営
概
念
に
す
る

「
ま
つ
だ
い
農
舞
台
」
で
、
民
俗
学
や
地
域
学
の
視

点
で
こ
の
地
域
を
探
っ
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
ね
ら

い
で
す
。
昨
年
４
月
に
結
成
し
、
毎
月
１
〜
２
回
各

集
落
に
足
を
運
ん
で
は
、
昔
の
季
節
ご
と
の
生
活
や

仕
事
、
行
事
な
ど
を
聞
き
取
り
調
査
し
て
い
ま
す
。

集
め
ら
れ
た
情
報
は
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
媒
体
に
載
せ

て
次
代
へ
の
文
化
の
伝
承
に
役
立
た
せ
よ
う
と
、
丹

念
な
活
動
を
展
開
中
で
す
。

次
代
に
伝
え
た
い
地
域
文
化

農
舞
台
サ
ポ
ー
タ
ー
集
落
探
訪

第
22
回
新
座
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・

十
日
町
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
中
里
支
部
交
歓
会

チームの集落での聞きとり調査の様子
昭和30年代ころの「駄賃取り（荷
物運搬夫）」を再現〈犬伏集落で〉

神
輿
を
か
つ
ぐ

メ
ン
バ
ー
た
ち
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ま
る
ご
と
雪
ま
つ
り
の
国
へ

２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、
旧
市

町
村
単
位
で
雪
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
の
カ
ラ

ー
を
出
し
魅
力
あ
る
も
の
で
し
た
。

少
し
そ
の
感
想
を
述
べ
て
み
ま
す
。

「
十
日
町
雪
ま
つ
り
」
は
、
雪
ま

つ
り
の
ル
ー
ツ
と
し
て
、全
国
に「
十

日
町
の
元
気
」
を
情
報
発
信
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
雪
上
茶
席
な
ど
の
風

情
あ
る
催
し
を
生
か
し
な
が
ら
、「
見

る
ま
つ
り
」
か
ら
「
も
っ
と
参
加
す

る
ま
つ
り
」
へ
の
脱
皮
も
必
要
だ
と

思
い
ま
し
た
。

「
か
わ
に
し
雪
ま
つ
り
」
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
地
域
の
団
結
を
高

め
る
ま
つ
り
で
、
実
際
そ
う
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
ほ
ん
や
ら
村
を

中
心
に
地
域
総
参
加
を
進
め
、
も
っ

と
た
く
さ
ん
の
若
い
人
た
ち
が
集
う

場
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

「
雪
原
カ
ー
ニ
バ
ル
な
か
さ
と
」

は
、
見
る
よ
り
参
加
し
て
感
動
が
広

が
る
ま
つ
り
で
す
。
キ
ャ
ン
ド
ル
に

点
火
し
な
が
ら
頂
上
ま
で
登
り
、
後

ろ
を
振
り
返
っ
た
と
き
の
感
動
は
参

加
し
な
い
と
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
で
す
ね
。

「
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
」は
、ゲ

ー
ム
性
・
ス
ポ
ー
ツ
性
に
富
ん
で
い

て
、
見
て
も
参
加
し
て
も
楽
し
め
る

ま
つ
り
で
す
。
目
標
が
は
っ
き
り
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
い
い
で
す
ね
。
こ

れ
を
ど
う
進
化
さ
せ
る
か
が
カ
ギ
だ

と
思
い
ま
す
。

「
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
カ
ー
ニ

バ
ル
」
は
、
温
泉
と
雪
を
合
わ
せ
た

地
域
振
興
策
と
し
て
う
ま
く
い
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
県
内
・
県
外
を

問
わ
ず
、
圏
域
外
と
の
交
流
が
進
ん

で
い
る
点
を
伸
ば
し
た
い
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
つ

り
の
関
係
者
が
お
互
い
の
ま
つ
り
に

参
加
し
て
み
る
こ
と
も
大
切
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
意
外
と
み
ん

な
行
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
う
地
域
内
交
流
と
連
携
を
深
め
、

「
１
か
月
ま
る
ご
と
雪
ま
つ
り
の
国
」

と
し
て
、
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

合
併
２
年
目
は
、「
お
互
い
を
も
っ

と
よ
く
知
る
年
」
に
し
ま
し
ょ
う
。

今
か
ら
ず
ー
っ
と
昔
の
こ
と
、

田
野
倉
と
蒲
生
の
間
の
大
谷
内
に

三
九
郎
と
い
う
男お

狐
ぎ
つ
ね

が
、
蒲
生
の

近
く
の
あ
か
ね
と
い
う
と
こ
ろ
に

お
弁
と
い
う
女め

狐
ぎ
つ
ね

が
住
ん
で
い
ま

し
た
。
あ
る
日
、
２
匹
は
化
か
し

合
い
を
し
て
負
け
た
方
が
松
代
に

油
揚
げ
を
買
い
に
行
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。

お
弁
は
立
派
な
身
な
り
の
美
し

い
娘
に
化
け
て
蒲
生
の
方
か
ら
歩

い
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
た
三

九
郎
は
ま
ん
じ
ゅ
う
に
化
け
て
道

ば
た
で
寝
て
い
ま
し
た
。
お
弁
が

そ
れ
を
拾
っ
て
食
べ
よ
う
と
し
た

の
で
、
「
お
弁
、
お
れ
だ
て
」
と

い
っ
て
三
九
郎
の
勝
ち
と
な
り
ま

し
た
。

お
弁
は
木
の
葉
を
お
金
に
変
え

て
油
揚
げ
を
買
い
に
行
き
、
三
九

郎
は
子
ど
も
に
化
け
て
近
所
の
家

か
ら
み
そ
と
鍋
を
借
り
て
き
て
、

二
匹
は
油
揚
げ
汁
を
た
ら
ふ
く
食

い
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
「
ま
た
だ
れ

か
を
化
か
し
て
、
油
揚
げ
汁
を
食

お
て
」
「
松
代
の
長
命
寺
の
和
尚

が
い
い
な
」
「
あ
の
和
尚
は
珍
し

も
ん
好
き
だ
っ
け
、
変
わ
っ
た
茶

釜
に
化
け
て
た
ら
か
そ
」
「
そ
れ

を
売
り
つ
け
て
、
い
っ
ぺ
油
揚
げ

買
お
て
」「
そ
う
し
ょ
そ
う
し
ょ
」

と
、
お
弁
が
茶
釜
に
化
け
て
三
九

郎
が
長
命
寺
に
持
っ
て
い
き
ま
し

た
。「

こ
の
茶
釜
は
、
高
田
の
だ
ん

な
し
ょ
の
家
か
ら
出
た
も
ん
だ
。

買
っ
て
っ
く
ん
ね
か
」
「
ほ
ー
、

こ
ら
変
わ
っ
た
茶
釜
だ
。
色
も
き

つ
ね
色
で
い
い
な
」
と
２
両
で
売

り
つ
け
ま
し
た
。
三
九
郎
は
そ
の

お
金
で
山
ほ
ど
油
揚
げ
を
買
っ
て

帰
り
ま
し
た
。

和
尚
は
、
「
こ
ら
い
い
買
い
も

ん
を
し
た
」
と
喜
び
、
小
僧
に
茶

釜
を
磨
か
せ
ま
し
た
。
小
僧
が
茶

釜
に
灰
を
こ
す
り
つ
け
て
ご
し
ご

し
す
る
と
、
茶
釜
が
「
い
て
て
て
、

小
僧
小
僧
、
強
く
こ
す
る
な
静
か

に
磨
け
」
と
言
い
ま
し
た
。

小
僧
は
た
ん
ま
げ
て
和
尚
に
告

げ
ま
し
た
が
、
和
尚
は
「
す
っ
け

ん
バ
カ
な
こ
と
は
ね
っ
」
と
信
じ

ま
せ
ん
で
し
た
。
仕
方
な
く
小
僧

が
茶
釜
を
磨
く
と
、
茶
釜
は
ま
た

「
い
て
て
て
、
小
僧
小
僧
、
強
く

こ
す
る
な
静
か
に
磨
け
」
と
言
い

ま
し
た
。
小
僧
は
和
尚
を
呼
び
に

行
き
手
を
引
っ
ぱ
っ
て
連
れ
て
き

ま
し
た
が
、
茶
釜
は
も
う
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
戸
を
開
け
て
外
を

見
る
と
、
大
き
な
狐
が
橋
の
向
こ

う
へ
飛
ん
で
い
く
と
こ
ろ
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
狐
に
化
か
さ
れ
た

話
は
聞
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

「
三
九
郎
と
お
弁
」

の
巻
（
田
野
倉
・
蒲
生
）

〈
九
〉

その９

小
杉
誠
さ
ん
│
│
２
Ａ
に
は
ナ
イ
ス
な
キ
ャ
ラ

が
い
っ
ぱ
い
。
本
番
に
強
く
、
練
習
で
だ
ら
け

て
い
て
も
本
番
は
気
合
い
を
入
れ
て
ビ
シ
ッ
と

決
め
ま
す
。
学
級
目
標
の
と
お
り
笑
顔
の
輪
を

広
げ
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
や
体
育
祭
で
は
団
結

力
を
見
せ
ま
し
た
。
今
の
メ
ン
バ
ー
で
過
ご
す

最
後
の
１
年
は
、
最
上
級
生
と
し
て
立
派
に
責

任
を
果
た
し
、
い
ろ
ん
な
思
い
出
と
と
も
に
卒

業
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

片
桐
葉
子
先
生
│
│
に
ぎ
や
か
で
、
良
く
も
悪

く
も
元
気
な
こ
の
学
年
を
２
年
間
担
任
し
ま
し

た
。
入
学
直
後
は
幼
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
、

少
し
ず
つ
成
長
し
、
今
で
は
ず
い
ぶ
ん
大
人
に

な
り
ま
し
た
。
最
上
級
生
に
な
る
ん
だ
と
い
う

雰
囲
気
も
だ
ん
だ
ん
出
て
き
ま
し
た
ね
。
３
年

生
に
な
っ
た
ら
、
す
べ
て
に
お
い
て
自
分
た
ち

が
リ
ー
ド
す
る
と
い
う
気
持
ち
で
、
何
ご
と
に

も
臨
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

下条中学校２年Ａ組 9

男子17人・女子18人、計35人で学年１クラ

スの２年Ａ組。仲間意識が強く、何をやるにも

大勢で盛り上がります。学級目標は「２Ａから

広げよう笑顔と団結の輪」。日ごろから団結し、

２Ａから全校へ笑顔と団結の輪を広げられるよ

うに１年間過ごしてきました。もうすぐ３年生。

慣れ親しんだ仲間と最後の１年間を充実した時

間が過ごせるように、笑顔で団結します。

７
０
０
年
以
上
昔
の
南
北
朝
時
代
、
一
羽

の
傷
つ
い
た
鷹
が
体
を
い
や
し
て
い
た
と
こ

ろ
に
熱
泉
を
発
見
。
そ
れ
が
今
は
日
本
三
大

薬
湯
と
し
て
全
国
温
泉
番
付
の
上
位
に
名
を

連
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
松
之
山
温
泉
「
鷹
の

湯
」
で
す
。
こ
の
鷹
の
湯
が
あ
る
の
が
松
里

地
区
で
、
旧
松
之
山
町
の
南
部
に
位
置
し
、

津
南
町
と
長
野
県
栄
村
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

湯
本
、
天
水
越
、
天
水
島
の
３
集
落
か
ら
成

り
立
ち
、長
野
県
と
の
県
境
に
は
標
高
１
、０

８
８
ｍ
の
天
水
山
が
あ
り
ま
す
。

天
水
山
山
麓
の
標
高
７
０
０

ｍ
付
近
に
は
豊
か
な
ブ
ナ
の
原

生
林
が
広
が
る
大
厳
寺
高
原
が

あ
り
ま
す
。
昭
和
36
年
に
は
肉

用
牛
の
増
殖
を
目
的
に
牧
場
が

造
成
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後

は
県
立
自
然
公
園
の
関
田
山
脈

一
帯
と
連
携
し
た
広
域
観
光
ル

ー
ト
の
基
地
と
し
て
も
開
発
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
場

や
遊
歩
道
、
宿
泊
施
設
な
ど
の

ほ
か
、
大
地
の
芸
術
祭
の
作
品

群
も
あ
り
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ

う
観
光
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
区
中
央
に
あ
る
松
里
小
学
校
校
庭
の
一

隅
に
は
、
市
指
定
文
化
財
の
史
跡
「
管
領
塚
」

の
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
永
正
４
年
、
越
後

守
護
上
杉
房
能
が
部
下
の
守
護
代
の
長
尾
為

景
に
追
わ
れ
て
自
刃
し
た
場
所
で
、
毎
年
春

の
松
之
山
温
泉
ま
つ
り
で
は
供
養
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
管
領
塚
物
語
と
し
て
歌

や
踊
り
も
あ
り
、
房
能
の
最
期
か
ら
数
え
て

５
０
０
年
余
り
の
歳
月
を
経
過
し
た
今
日
、

な
お
広
く
人
々
に
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

管
領
塚
か
ら
程
近
い
と
こ
ろ
に
23
シ
ー
ズ

ン
目
を
迎
え
た
松
之
山

温
泉
ス
キ
ー
場
が
あ
り

ま
す
。
ス
キ
ー
業
界
は

低
迷
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
松
之
山
温
泉
ス
キ

ー
場
は
各
種
の
ス
キ
ー

競
技
会
や
学
生
の
合
宿

な
ど
の
誘
客
営
業
を
続

け
な
が
ら
、
冬
の
観
光

資
源
と
し
て
成
長
し
て

い
ま
す
。
今
シ
ー
ズ
ン

も
ゲ
レ
ン
デ
は
学
生
ら

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

す
。

18

・湯　本
・天水越
・天水島

松里地区
（旧松之山町）

初夏の大厳寺高原
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狭小）

■第20回記念ユニバーサルホッケー全国大会（３月26

日A千葉県浦安市）…南雲裕斗、高野涼丞、鈴木幹広、

滝沢千尋、滝沢元気、滝沢仁美、山田美喜子、大島卓

巳、斎喜愛、高野のぞみ、高橋芽以（以上倉俣小）大

口貴裕（田沢小）

３月に開催される全国大会に出

場する選手にエールを送ろうと、

３月７日cに十日町保健センター

で出場選手激励壮行会が行われま

した。この春、市内からは24人

が各種全国大会（３大会・３種目）

に出場します。晴れ舞台での活躍

が期待されます。

出場大会・種目、選手名、所属

は次のとおりです。（敬称略）

■第25回全国高等学校空手道選抜

大会（３月25日G～26日A愛媛

県松山市）…小川泰人、中村敬太、

春のスポーツ全国大会に24人が出場

ほくほく線に乗って、雪国体験

先
進
地
に
学
ぶ
地
域
情
報
化

tokamachi topics

スペシャルオリンピックス日本（ＳＯＮ）新潟主催のクロ

スカントリースキーコーチクリニックが、３月５日a松代ク

ロスカントリースキーコースで開催されました。ＳＯＮはス

ポーツを通して知的障害者の自立や社会参加を目指すＮＰＯ

で、今回は障害者を指導できるコーチを育成するための研修

です。参加者はコースの坂の前で動けなくなった子どもをど

うするかなど、実際に講師が体験した事例を踏まえながら勉

強しました。ＳＯＮ新潟の山岸郁子さんは「これをきっかけ

に、十日町でも知的障害者がクロスカントリースキーを楽し

める環境を根付かせたい」と話しました。

３
月
３
日
f
、
川
治
中
町
の
十
王
堂
（
観
音

様
）
で
多
聞
天
子
ど
も
押
合
祭
が
行
わ
れ
、
地

域
の
小
学
生
や
保
育
園
児
約
80
人
が
参
加
し
ま

し
た
。「
サ
ン
ヨ
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
ま
つ
り
は
、

雪
の
上
に
ま
か
れ
る
福
札
を
子
ど
も
た
ち
が
奪

い
合
う
も
の
。
押
合
祭
は
低
学
年
の
部
か
ら
始

ま
り
、
途
中
高
学
年
が
加
わ
る
こ
ろ
か
ら
会
場

の
熱
気
は
最
高
潮
に
達
し
ま
す
。
周
り
で
心
配

そ
う
に
見
守
る
大
人
た
ち
を
よ
そ
に
、
子
ど
も

た
ち
は
「
サ
ン
ヨ
（
散
与
）
！
サ
ン
ヨ
！
」
の

大
き
な
か
け
声
と
と
も
に
、
ま
か
れ
た
札
を
元

気
よ
く
取
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

だれにでもクロスカントリーを

福
札
求
め
て
子
ど
も
押
合
祭

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（1
757─3111内線213）へ、お気軽にお
寄せください。

１月中旬～３月上旬、十日町市と津南町で日帰り体験型雪遊びイベ

ント「雪国体験ほくほく線」が行われました。ＪＲ東日本高崎支社と

北越急行が首都圏の親子連れなどを対象に企画したものです。週末や

祝・祭日に各地域で計20回開催され、80人が参加しました。

このうち３月４日gの松之山コースには３組９人が参加。午前中は

「森の学校」キョロロで地元農家のお母さんたちの指導によりあんぼ

作り体験に挑戦しました。自分で作ったあんぼが昼食ということで、

みんな真剣そのもの。形はいろいろだったものの、味良くできました。

午後は雪中トレッキングや雪上宝探しで雪遊びをたん能。最後に温泉

にゆっくり浸かり、雪国を満喫して帰路につきました。

３月11日g、松之山自然休養村センターで「雪

国木羽屋根物語」ビデオ上映会が行われました。

これは、薄割にした木の板で屋根をふいた木羽屋

根民家がほとんど見られなくなったことから、旧

松之山町が屋根ふきの工程を映像として記録保存

したビデオを上映したもの。主催は奥越後茅屋根応援団「茅屋」（木

暮茂夫代表）で、ビデオ上映のあと宮澤智士長岡造形大学名誉教授に

よる古民家講話「越後豪雪地帯の民家」や、民家保存にかかわる人た

ちの座談会などが行われ、地域の建築文化伝承について語り合いまし

た。ビデオに出演し、55年以上職人として活躍してきた倉重徳次郎さ

ん（78歳・曽根）は、「おらの家の馬屋を直したときのもんで、いい

記念になった」と話していました。

地
域
情
報
化
有
識
者
懇
談
会
委
員
と
市
職
員

な
ど
18
人
が
３
月
15
日
d
、
長
岡
市
や
上
越
市

な
ど
先
進
事
例
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
一
行

は
、
㈱
エ
ヌ
・
シ
ィ
・
テ
ィ
、
上
越
ケ
ー
ブ
ル

ビ
ジ
ョ
ン
㈱
、
上
越
市
安
塚
区
総
合
事
務
所
を

訪
れ
、
告
知
端
末
機
を
使
っ
た
情
報
伝
達
や
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放

送
な
ど
を
熱
心
に
視
察
。
十
日
町
市
の
状
況
と

照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
活
発
な
質
疑
や
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
市
が
進
め
る
地
域

情
報
化
施
策
や
懇
談
会
で
の
検
討
内
容
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

南雲幸貴、櫻澤尭宏、櫻澤宏樹、水落淳、丸山祐弥、

高橋直一（以上十日町高）

■第28回JOCジュニアオリンピックカップ春季水泳

競技大会（３月26日A～30日E東京辰巳国際水泳場）

…福島俊史（長岡大手高：南中出身）樋口裕也（長岡

大手高：下条中出身）南雲瞬希（西小）宮崎緑（清津

映像と語りで伝える

「雪国木
こ

羽
ば

屋
や

根
ね

物語」
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◆費　用 新規登録6,100円　注射3,100円

◆持参するもの 案内はがき（既登録犬のみ）

◆注意事項　●会場での犬のフンは飼い主が責任を持

って始末してください。●犬が死んだ場合は届出が

必要です。印鑑、鑑札、注射済票を持って市役所・各

支所または集合注射会場までおいでください。

◆問合せ 市民生活課生活環境係

1757－3111（内線157）

期　日

４/18

c

４/20

e

４/25

c

会　　　　場

上新田自治会館

下条公民館

東下組保育所

中条公民館

新水克雪センター

上原集会場

十日町保健所

八箇小学校

吉田山谷集会所

吉田公民館

高島集会所

羽根川荘

市民体育館

大井田コミュニティセンター

水沢公民館

平成園

野中小学校

十日町市役所

時　　間

９:30～10:00

10:15～11:00

11:20～11:30

13:30～14:00

14:20～14:40

15:00～15:30

９:30～11:00

11:20～11:30

13:30～13:50

14:00～14:20

14:30～14:40

15:10～15:30

９:20～10:20

10:30～11:30

13:30～14:30

14:40～15:00

15:20～15:30

９:30～11:30
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犬を飼うためには、登録と狂犬病予防注射が必要です。日程をお知らせします。

18年度犬の登録及び狂犬病予防注射日程

コース 学　　習　　の　　内　　容 定員

各
30人

学習日時（１回２時間）年間学習回数

健康たいそう
①・②

無理のかからない運動により、脳に刺激を与え、足腰を丈夫にして健
康な心身をつくります。※①か②を選んでください。内容は同じです。

①第1・3水曜日②第2・4水曜日
午前９時30分～

①20回
②21回

50人
第２・４金曜日
午後１時30分～

21回

各
25人

①第1・3金曜日②第2・4金曜日
午前９時30分～

①20回
②21回

60人
第２・４木曜日
午後１時30分～

21回

20人
第２・４火曜日
午後１時30分～

21回

25人
第２・４火曜日
午後１時30分～

21回

30人
第２・４火曜日
午前９時30分～

21回

20人
第１・３木曜日
午後１時30分～

21回

20人
第２・４木曜日
午後１時30分～

21回

40人
第２・４金曜日
午前９時30分～

21回

30人
第１・３金曜日
午後１時30分～

20回

15人
毎週木曜日

午前９時30分～
39回

25人
毎週木曜日

午後１時30分～
39回

30人
第２・４火曜日
午前９時30分～

21回

20人
第２・４金曜日
午後１時30分～

21回

17人
第１・３水曜日
午前９時30分～

20回

社交ダンス
軽快なリズムにのって、楽しく社交ダンスの基礎を学びます。初め
ての人も気軽にどうぞ。男性大歓迎です。

料理①・②
家族の皆さんに喜ばれる、おいしくて健康によい料理を学びます。
※①か②を選んでください。内容は同じです。

合　　唱 童謡や流行歌などを楽しく歌う「明石合唱団」です。男性大歓迎です。

俳　　句 五七五の文字を通して情感や自然を表現します。

写　　真
撮影の技術を学び、自然や行催事、毎日の生活を写します。
※撮影会は午前から出かけます。

基礎練習から芸術入門まで、毛筆を楽しみながら学びます。

おしゃれな飾り物や本物そっくりな草花などを作ります。

暮しに役立つ実用品を作ったり、手編みの基礎を学んだりします。

季節ごとの草花の育て方や花木のせん定の仕方などを学びます。

コ
　
　
ン
　
　
ピ
　
　
ュ
　
　
ー
　
　
タ

書　　道

工　　芸

手　　芸

園　　芸

色彩や香りなどを楽しみながら、草月流生け花の花型法をきっち
りと学びます。

自
分
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
持
参
し
て
学
び
ま
す
。

※W
indow

s

に
限
り
ま
す
。

生 け 花

コンピュータ操作の基礎を学びます。全く経験のない人を
対象に、電源の入れ方から始め、文書作成の基礎を学びま
す。１年で卒業となります。※今までにパソコン入門コー
スで引き続き２年学んだ人は入れません。

パソコン

入　門

コンピュータ操作の基礎を学びます。キーボードで文章入力
ができる人を対象に、表や写真の挿入などによって美しく分
かりやすい文書を作る方法を学びます。１年で卒業となりま
す。※今までにパソコン初級コースで引き続き２年学んだ人
やパソコン中級①・②コースで学んだ人は入れません。

パソコン

初　級

初級コースよりさらに高度な文書作成や文書作成の応用を
学びます。簡単な文書作成ができる人または今までにパソ
コン初級コースで２年以上学んだ人が対象です。２年で卒
業となります。※今までにパソコン中級①コースで学んだ
人も１年間入れます。

パソコン

応用①

ワードやエクセルを使った実用的な文書の作成や、デジカ
メの活用方法などを学びます。２年で卒業となります。
※今までにパソコン中級②コースで学んだ人も１年間入れ
ます。

パソコン

応用②

インターネットによる情報検索やメールの送り方などを学
びます。自宅にインターネット環境が整っていて（導入予
定の人含む）、キーボードで文章入力ができる人が対象です。
１年で卒業となります。
※今までにインターネットコースで学んだ人も入れます。

インター

ネット

中央公民館では、高齢者対象の生涯学習事業「明

石学級」を開級し、健康づくり・生きがいづくりの

お手伝いをしています。高齢期を残りの人生として

ではなく、生涯のうちの新たな段階と考え、心身と

もに健康で生きがいのある人生を送りませんか。

※コンピュータコースのパソコン入門とパソコン初級は

学習回数が多いので500円増し

●申込み方法 ３月31日f～４月14日fに、参加費を

添えて中央公民館に申込んでください。

※間違い防止のため、本人または家族の来館による申込

み以外は受け付けません

※定員に達した時点で締切ります

●開級式 日時：４月25日c午前９時30分～

会場：中央公民館

申込み・問合せ　中央公民館1757-5011

地域 期　日 会　　　　場 時　　間地域

十
　
　
日
　
　
町

４/11

c

東田尻集落センター

白羽毛ふれあいセンター

東田沢集落センター

田沢ノゲの車庫前

田代集落センター

下山神社前

重地集落センター

倉俣集落センター

総合センター

津南町役場

10:40～10:45

10:55～11:05

11:15～11:20

11:30～11:45

13:30～13:35

13:40～13:45

13:50～13:55

14:05～14:15

14:25～15:20

13:15～14:00

中
　
　
里

４/21

f

室野克雪管理センター

蒲生生活改善センター

松代支所

松代支所

芝峠温泉駐車場

犬伏作業所

松代支所

10:00～10:20

10:40～11:00

11:15～11:40

13:10～13:40

13:50～14:00

14:20～14:30

15:00～15:40

松
　
代

４/28

f

小谷集会所

黒倉集会所

浦田克雪センター

中立山集落センター

松之山支所

上川手公会堂

下布川コミュニティセンター

東川防雪センター

スキー場駐車場

湯本駐車場

松代支所

10:00～10:05

10:20～10:25

10:35～10:45

10:55～11:00

11:25～11:45

13:15～13:20

13:30～13:35

13:45～13:50

14:05～14:25

14:35～14:40

15:00～15:40

松
　
之
　
山

４/26

d

４/30a

４/30a

４/30a

４/30a

室島集落センター

克雪管理センター

小白倉集落センター

高齢者コミュニティセンター

上野地区コミュニティセンター

千手中央コミュニティセンター

十日町市役所

９:15～ ９:25

９:50～10:10

10:30～10:40

11:10～11:40

13:10～13:50

14:10～15:10

９:30～11:30

川
　
西

４/11

c

４/30a

宮中集落センター

旧土倉分校

倉下冬期管理センター

おもやドライブイン

９:20～ ９:35

10:00～10:05

10:10～10:15

10:25～10:35

中
　
里

●対象者 60歳以上の人　　●期間 ４月～19年３月

●主な活動

①コース学習：下の18コースの中から３つまで入ること

ができます

②全体学習　：講演会や館外活動などを行います

※原則毎月第３火曜日午前９時30分～

③自治会活動：全体学習や交流事業、公民館まつりの計

画・運営、学習成果発表会、社会還元活動など行います

●年間参加費 １コース2,500円、２コース3,000円、

３コース3,500円

※コースにより教材費が別途必要

18
年
度
よ
り
、
十
日
町
市
で
一
つ

の
内
容
と
な
る
た
め
、
縦
覧
・
閲
覧

及
び
証
明
書
の
申
請
は
、
土
地
・
家

屋
の
所
在
地
に
関
係
な
く
本
庁
（
税

務
課
土
地
資
産
税
係
・
家
屋
資
産
税

係
）
及
び
各
支
所
（
税
務
担
当
課
）

で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
地
籍
図
及
び
更
正
図
は

土
地
の
所
在
す
る
本
庁
ま
た
は
支
所

で
の
扱
い
と
な
り
ま
す
。

縦
覧
期
間
‥
４
月
３
日
b
〜
５
月
31

日
d
の
平
日
、
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

縦
覧
で
き
る
人

①
納
税
義
務
者

②
納
税
通
知
書
ま
た
は
課
税
明
細
書

を
持
参
し
た
納
税
者
と
同
居
の
親

18
年
度
固
定
資
産
の
土
地
や
家
屋

評
価
額
な
ど
を
納
税
者
の
皆
さ
ん
に

縦
覧
に
供
し
ま
す
。
閲
覧
は
、
借
地

人
・
借
家
人
も
関
係
す
る
固
定
資
産

評
価
額
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

族
や
納
税
管
理
人

③
代
理
権
を
明
ら
か
に
で
き
る
書
類

（
委
任
状
）を
持
参
し
た
人
※
法
人

は
法
人
代
表
者
印
の
押
印
が
必
要

必
要
な
も
の
‥
印
鑑
、
本
人
確
認
が

で
き
る
書
類
（
納
税
通
知
書
、
課
税

明
細
書
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

閲
覧
期
間
‥
４
月
３
日
b
か
ら
通
年

閲
覧
で
き
る
人
（
持
ち
物
）

①
本
人
及
び
同
居
の
親
族

（
印
鑑
）

②
代
理
人
（
印
鑑
、
委
任
状
ま
た
は

依
頼
者
の
印
鑑
※
法
人
は
社
印
）

③
借
地
、
借
家
人
な
ど
の
使
用
・
収

益
の
権
利
な
ど
を
有
す
る
人
（
印

鑑
、
契
約
書
な
ど
権
利
関
係
を
示

す
書
面
）

縦
覧
期
間
中
の
縦
覧
及
び
閲
覧
は

無
料
、
証
明
は
手
数
料
が
か
か
り
ま

す
。

申
請
・
問
合
せ

税
務
課
土
地
資
産

税
係
1
７
５
７
│
３
１
１
１
（
内
線

１
１
１
）
家
屋
資
産
税
係
（
内
線
１

８
０
）
各
支
所
税
務
担
当
課

縦
覧
、
閲
覧
及
び

証
明
交
付
申
請
の
場
所

課
税
台
帳
の
閲
覧
・
証
明

固
定
資
産
「
土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
」
の
縦
覧
と

「
課
税
台
帳
」
の
閲
覧
が
で
き
ま
す

手
　
数
　
料

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
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３
歳
未
満
児
と
保
護
者
の
ふ
れ
あ

い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
●
日
時
＝

18
日
c
（
開
級
式
）
・
25
日
c
午
前

10
時
〜
11
時
●
会
場
＝
市
民
体
育
館

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
中
央
公
民
館

（
1
７
５
７
│
５
０
１
１
）

読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び
な
ど
を
行

い
ま
す
。
●
日
時
＝
４
月
13
日
e
午

前
10
時
〜
11
時
●
会
場
＝
情
報
館
●

対
象
＝
乳
幼
児
と
保
護
者
●
問
合
せ

＝
情
報
館
（
1
７
５
０
│
５
１
０
０
）

読
み
聞
か
せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

な
ど
を
行
い
ま
す
。
●
日
時
＝
４
月

15
日
g
午
後
３
時
〜
４
時
●
会
場
＝

情
報
館
●
問
合
せ
＝
情
報
館
（
1
７

５
０
│
５
１
０
０
）

●
日
時
＝
４
月
２
日
a
・
９
日
a
・

16
日
a
・
23
日
a
午
前
11
時
〜
11
時

45
分
●
会
場
＝
ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら

™

ら
（
ユ
ー
モ
ー
ル
２
階
）
●
入
場

料
＝
２
０
０
円
※
中
学
生
以
下
１
０

０
円
●
内
容
＝
４
月
中
旬
午
後
９
時

こ
ろ
の
星
空
、
特
集
「
天
文
ク
イ
ズ

太
陽
系
編
」
●
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
＝
４
月
22
日
g
午
後

７
時
30
分
〜
●
問
合
せ
＝
中
里
公
民

館
（
1
７
６
３
│
２
４
９
３
）

絹
の
シ
ョ
ー
ル
（
１
６
０
㎝
×
35

㎝
）
を
糸
な
ど
で
絞
り
、
玉
ね
ぎ
や

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
を
使
っ
て
草

木
染
め
を
行
い
ま
す
。
●
日
時
＝
４

月
の
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
●
会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
体
験
工
房

館
●
参
加
費
＝
３
、
５
０
０
円
●
定

員
＝
各
回
先
着
10
人
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
1
７
５
２
│
０

１
１
７
）

ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
定
期
講

座
フ
ル
ー
ト
＋
α（
ピ
ア
ノ
ほ
か
）の

合
同
演
奏
会
で
す
。
●
日
時
＝
４
月

８
日
g
午
後
６
時
30
分
〜
●
会
場
＝

中
央
公
民
館
●
入
場
料
＝
無
料
●
演

奏
曲
目
＝
「
太
陽
が
い
っ
ぱ
い
」「
し

ゃ
ぼ
ん
玉
」
ほ
か
●
問
合
せ
＝
中
央

公
民
館
（
1
７
５
７
│
５
０
１
１
）

箏
を
弾
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
●
日

時
＝
４
月
15
日
g
午
後
１
時
30
分
〜

●
会
場
＝
中
央
公
民
館
●
参
加
費
＝

無
料
●
対
象
＝
小
学
生
以
上
●
問
合

せ
＝
柳
（
1
７
５
２
│
２
０
９
５
）

自
然
や
歴
史
な
ど
信
濃
川
の
魅
力

を
地
域
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
の
、
わ
か
り
や
す
い
対
談
方

式
の
講
座
で
す
。
●
日
時
＝
４
月
20

日
e
午
後
６
時
〜
８
時
●
会
場
＝
ク

ロ
ス
10
●
参
加
費
＝
無
料
●
定
員
＝

１
５
０
人
●
テ
ー
マ
＝
地
域
と
と
も

に
守
り
た
い
川
の
豊
か
さ
、
美
し
さ

〜
多
様
な
生
物
を
育
は
ぐ
く

む
母
な
る
信
濃

川
と
私
た
ち
の
く
ら
し
〜
●
講
師
＝

本
間
義
治
氏
（
新
潟
大
学
名
誉
教

授
・
農
学
博
士
）
豊
口
協
氏
（
長
岡

造
形
大
学
理
事
長
）
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
４
月
７
日
f
ま
で
に
信
濃
川

自
由
大
学
事
務
局
（
6
北
陸
建
設
弘

済
会
長
岡
支
所
内
1
０
２
５
８
│
32

│
３
４
８
４
）

●
会
場
＝
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業

所
●
参
加
費
＝
５
０
０
円
●
定
員
＝

各
回
12
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
東
北
電
力
㈱

十
日
町
営
業
所
（
1
７
５
７
│
１
９

８
７
）

【
お
花
見
弁
当
】

桜
お
に
ぎ
り
や
さ
つ
ま
い
も
の
茶

巾
し
ぼ
り
、
小
松
菜
の
か
ら
し
あ
え
、

鯛
の
南
蛮
漬
け
な
ど
を
作
り
ま
す
。

●
日
時
＝
４
月
15
日
g
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
１
時
●
申
込
み
締
切
り
＝

４
月
11
日
c

【
簡
単
！
お
い
し
い
！
中
華
レ
シ
ピ
】

シ
ン
プ
ル
酢
豚
や
鮭
と
レ
タ
ス
の

黄
金
炒
飯
、
ワ
ン
タ
ン
皮
ス
ー
プ
、

白
玉
デ
ザ
ー
ト
な
ど
を
作
り
ま
す
。

●
日
時
＝
４
月
28
日
f
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
１
時
●
申
込
み
締
切
り
＝

４
月
24
日
b

●
日
時
＝
３
月
31
日
f
午
前
10
時
〜

11
時
15
分
・
午
後
７
時
30
分
〜
８
時

45
分
※
２
回
開
催
●
会
場
＝
総
合
体

育
館
●
対
象
＝
15
歳
以
上
の
人
●
参

加
費
＝
無
料
※
施
設
使
用
料
が
別
途

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です

お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ

ど
ん
ぐ
り
お
は
な
し
の
へ
や

４
月
の
な
か
よ
し
ラ
ン
ド

ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
○
ら

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
定
期
投
影

キ
ナ
ー
レ
体
験
工
房
館

草
木
染
め
体
験

第
６
回
ギ
タ
ー
・
フ
ル
ー
ト

＋
　
お
さ
ら
い
会

α

必
要
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
（
1
７
５
２
│
４
３
７
７
）

市
報
３
月
10
日
号
18
ペ
ー
ジ
で
第

２
回
市
長
杯
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
の
期
日
を
４
月
23
日
a
と
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
都
合
に
よ
り
４

月
９
日
a
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
申
込
み
締
切
り
も
変
更
に

な
り
ま
す
。
※
会
場
、
種
目
、
参
加

費
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
●
日
時
＝
４

月
９
日
a
午
前
９
時
〜
●
申
込
み
締

切
り
＝
３
月
31
日
f
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
1
７
５

２
│
４
３
７
７
）

●
期
間
＝
４
月
１
日
g
〜
28
日
f
※

水
曜
日
休
館
●
会
場
＝
十
日
町
体
力

つ
く
り
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
●
対

象
教
室
＝
ベ
ビ
ー
、
わ
ん
ぱ
っ
ク
ラ

ブ
Ｇ
、
ア
ク
ア
ダ
ン
ス
、
高
齢
者
運

動
教
室
●
体
験
回
数
＝
期
間
内
２
回

ま
で
●
参
加
費
＝
１
、
０
５
０
円
※

保
険
料
含
む
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

十
日
町
体
力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
（
1
７
５
８
│
３
３
４
３
）

教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的
理
由

で
小
・
中
学
校
に
就
学
す
る
の
が
困

難
（
生
活
保
護
世
帯
に
準
ず
る
世
帯
）

な
児
童
・
生
徒
に
就
学
援
助
費
を
支

給
し
て
い
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
学
校

教
育
課
学
事
係
（
内
線
３
１
５
）

●
募
集
期
間
＝
３
月
27
日
b
〜
４
月

10
日
b
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
建
設

課
建
築
住
宅
係
（
内
線
２
５
２
）
※

入
居
資
格
な
ど
申
込
み
条
件
の
詳
細

を
問
合
せ
て
く
だ
さ
い

市
報
や
書
籍
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

に
録
音
し
、
視
覚
障
害
者
に
提
供
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
●
活
動
日
時
＝
毎
月
第
２
土
曜

日
午
後
１
時
30
分
〜
●
会
場
＝
情
報

館
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
保
坂
（
1

７
５
７
│
６
４
４
２
）

健
康
づ
く
り
に
、
介
護
予
防
に
、

気
軽
に
い
い
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
＝
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
●
会
場
＝
市
民
体
育

館
●
内
容
＝
体
操
、
民
謡
、
卓
球
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ほ
か
●
問
合
せ
＝
田

口
（
1
７
５
２
│
２
６
８
３
）
島
田

（
1
７
５
２
│
２
１
３
９
）

●
日
時
＝
25
日
c
午
後
２
時
〜
４
時

●
会
場
＝
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
●

医
師
＝
奈
良
医
師
（
中
条
第
二
病
院
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
健
康
支
援
課

成
人
保
健
係（
内
線
１
２
６
）ま
た
は

十
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部
地

域
保
健
課
（
1
７
５
７
│
２
４
０
０
）

市
で
は
、
重
度
心
身
障
害
者
に
タ

ク
シ
ー
料
金
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
助
成
を
受
け
る
に
は
申
請
手
続

き
が
必
要
で
す
。
新
た
に
助
成
を
希

望
す
る
人
は
申
請
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
●
該
当
条
件
＝
市
内
に

住
所
を
有
し
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
①
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
２

級
及
び
３
級
の
一
部
（
視
覚
、
上
肢

わ
れ
ら
信
濃
川
を
愛
す
る

信
濃
川
自
由
大
学

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆

ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

朗
読
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

重
度
心
身
障
害
者
に
交
通

費
（
タ
ク
シ
ー
料
金
）
を

助
成
し
ま
す

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

体
験
料
理
教
室

産地のメーカーによる新作きものの展示発

表会です。振袖・訪問着・留袖・紬絣などの

６部門に、厳選

された160点余

りの最新作が出

品されます。

メーカーの新

提案をぜひご覧

ください。

十日町きものフェスタ2006

日　時

◆ユーザー審査：４月10日b～14日f

午前９時～午後５時（14日は３時まで）

※だれでも投票できます

◆一般公開：15日g午前９時～午後５時

会　場 クロス10 入場料 無料

問合せ 十日町織物工業協同組合

（1757-9111）

十日町きものフェスタ2006

総合体育館では、運動経験がない人でも安心して楽しく体力づくりができるよう、
教室や無料体験講座を開催しています。下記講座の１期参加者を募集中です。

内　容

時　間

４期開
催期間

ソフトエアロビクス教室
【１コース10回】

足腰への負担の少ない
運動で、高齢者や初め
ての人でも安心して参
加できます。
【対象＝15歳以上、

中学生不可】

初心者から慣れてきた
人を対象に、徐々にレ
ベルをあげていく基本
的な教室です。
【対象＝15歳以上、

中学生不可】

月曜日【昼】
午前10時～11時15分

木曜日【夜】
午後７時30分～８時45分

４月10日～６月19日
４月13日～６月22日
※５月４日除く

エアロビクス教室
【１コース10回】

けんこつ体操教室
【１コース10回】

寝たきりにならないよ
うに、筋肉や骨、脳を
刺激し、体をきたえる
運動をします。
【対象＝
おおむね50歳以上】

金曜日【昼】
午前10時～11時15分

４月14日～６月23日
※５月５日除く

費　用
参加費（１コース分）2,000円

施設使用料（毎回）200円または定期券
※１か月以上の定期券をお持ちの人は参加費のみ

ィットネス　　　ってみようディ！
申込み・問合せ
総合体育館

（1752─4377）
やフ

就
学
援
助
制
度

４
月
の
心
の
健
康
相
談

箏こ
と

体
験
教
室
・
生
徒
発
表
会

十
日
町
軽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
会
員
募
集

十
日
町
体
力
つ
く
り

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

春
の
特
別
教
室
体
験
会

市
長
杯
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大

会
の
期
日
を
変
更
し
ま
す

お知らせ・ガイド

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

家 賃（月） 募集
戸数

1戸

1戸

8,600円～

15,200円

50,000円

3戸
14,700円～

36,300円
２DK

２DK

３LDK

間取り物　　　件地
域

大黒沢県営住宅
昭和46年度建設
簡易耐火構造２階建

十
日
町

川
西

松
代

みのり団地（特定公共賃貸住宅）
平成10年度建設
木造高床構造２階建

善宗塚住宅
昭和51～52年度建設
木造高床構造２階建
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市道田川南線の供用を
暫定的に開始します

下水処理センター入口交差点の工事に伴い県道十日町千手線

のう回路として市道田川南線の供用を暫定的に開始します。工

事完了予定の７月末まで交通規制となります。現場の交通誘導

員や案内看板などの指示に従ってください。大変ご迷惑をおか

けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

信
濃
川

市道本町西線

妻有大橋 ●
下水処理
センター

×

問合せ　都市計画課区画整理室（内線263）

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です お知らせ・ガイド

を
除
く
肢
体
、
内
部
機
能
障
害
）
所

持
者
②
療
育
手
帳
Ａ
所
持
者
●
持
参

す
る
も
の
＝
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
療
育
手
帳
、
印
鑑
、
振
込
先
金
融

機
関
の
口
座
番
号
が
確
認
で
き
る
も

の
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
福
祉
課
障

害
福
祉
係
（
内
線
１
４
２
）

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
中
学
校

を
卒
業
し
た
ひ
と
り
親
家
庭
の
希
望

者
に
お
祝
い
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
●

対
象
者
＝
ひ
と
り
親
家
庭
の
17
年
度

中
学
校
卒
業
生
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
４
月
７
日
f
ま
で
に
社
会
福
祉
協

議
会
（
1
７
５
０
│
５
０
１
０
）

３
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
12
期

及
び
介
護
保
険
料
第
12
期
の
納
付
月

で
す
。
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
＝
税
務
課
・
保
険
年
金
課

４
月
11
日
c
か
ら
市
内
各
郵
便
局

で
老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
い
が
始
ま

り
ま
す
。
年
金
証
書
と
印
鑑
を
持
参

し
、
受
領
し
て
く
だ
さ
い
（
代
理
人

可
）。年
金
受
領
後
は
年
金
証
書
を
保

険
年
金
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活

課
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。
●
問
合
せ

＝
保
険
年
金
課
年
金
係
（
内
線
１
６

７
）
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課

第
三
者（
他
人
）か
ら
交
通
事
故
な

ど
に
よ
り
障
害
を
受
け
、
国
民
健
康

保
険（
国
保
）の
保
険
証
で
病
院
な
ど

に
か
か
っ
た
場
合
は
、
必
ず
市
役
所

保
険
年
金
課
へ
被
害
届
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
か
か
っ
た
医
療
費
は
加

害
者
の
全
額
負
担
が
原
則
で
す
。
一

時
的
に
国
保
が
立
て
替
え
、あ
と
で
加

害
者
に
請
求
し
ま
す
。
●
問
合
せ
＝

保
険
年
金
課
国
保
係
（
内
線
１
６
４
）

児
童
扶
養
手
当
は
、
離
婚
な
ど
に

よ
り
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
母
（
養
育

者
）
な
ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
12
月

〜
３
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
４
月

11
日
c
に
受
給
者
の
口
座
に
振
り
込

み
ま
す
。
●
児
童
扶
養
手
当
額
＝
受

給
者
に
よ
り
異
な
る
の
で
証
書
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
●
問
合
せ
＝
保
険

年
金
課
年
金
係
（
内
線
１
６
７
）
ま

た
は
各
支
所
市
民
生
活
課

ど
ち
ら
の
補
助
事
業
も
予
算
が
な

く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。
●

問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

（
内
線
１
５
８
）

【
生
ご
み
処
理
容
器
購
入
補
助
事
業
】

購
入
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
補
助
額
＝
▼
購
入
金
額
が
１
万
円

以
下
‥
２
分
の
１
を
補
助
（
上
限
３
、

０
０
０
円
）
▼
１
万
円
超
‥
３
分
の

１
を
補
助
（
上
限
３
万
円
）

【
ご
み
集
積
庫
設
置
補
助
事
業
】

１
か
所
５
万
円
以
上
の
施
設
が
対

象
で
す
。
●
補
助
額
＝
費
用
の
２
分

の
１
を
補
助
（
上
限
７
万
円
）

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に
さ
ら
さ

れ
る
業
務
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ

り
、
中
皮
腫
、
肺
が
ん
、
石
綿
肺
、

び
ま
ん
性
胸
膜
肥
厚
、
良
性
石
綿
胸

水
に
か
か
り
、
平
成
13
年
３
月
26
日

ま
で
に
死
亡
し
た
人
の
遺
族
で
、
時

効
に
よ
り
労
災
保
険
法
に
基
づ
く
遺

族
補
償
給
付
の
支
給
を
受
け
る
権
利

が
消
滅
し
た
人
に
、
特
別
遺
族
年
金

ま
た
は
特
別
遺
族
一
時
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
新
潟
労
働
局

労
働
基
準
部
労
災
補
償
課
（
1
０
２

５
│
２
３
４
│
５
９
２
５
）

●
期
日
＝
20
日
e
●
会
場
と
受
付
時

間
＝
①
島
善
織
物
㈱
川
治
工
場
‥
午

前
９
時
30
分
〜
11
時
②
総
合
体
育
館

‥
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

●
問
合
せ
＝
健
康

支
援
課
地
域
医

療
係
（
内
線

１
２
８
）

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
博
物
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
28
日
f

●
総
合
体
育
館
＝
毎
週
火
曜
日

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
12
日
d
・
26

日
d

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜
日

豪
雪
の
影
響
に
よ
り
３
月
末
完
了

を
予
定
し
て
い
た
現
地
調
査
を
６
月

末
ま
で
延
長
し
て
行
い
ま
す
。
●
対

象
区
域
＝
旧
十
日
町
市
街
地
及
び
そ

の
周
辺
の
人
口
集
中
地
域
●
調
査
内

容
＝
公
共
基
準
点
、
官
民
境
界
杭
な

ど
の
現
況
調
査
●
調
査
実
施
機
関
＝

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
東
日

本
支
社
※
作
業
員
は
国
土
交
通
省
が

発
行
す
る
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
、

原
則
と
し
て
民
有
地
へ
の
立
入
り
や

住
民
と
の
立
会
い
は
行
い
ま
せ
ん
●

問
合
せ
＝
建
設
課
地
籍
調
査
室
（
内

線
２
５
８
）

大
手
金
融
機
関
な
ど
を
装
い
「
低

金
利
で
高
額
の
お
金
を
貸
し
ま
す
」

と
い
っ
た
内
容
の
メ
ー
ル
な
ど
を
送

り
つ
け
て
、
融
資
を
す
る
前
に
保
証

金
や
保
険
金
名
目
で
お
金
を
だ
ま
し

取
る
手
口
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
被

害
に
合
わ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
●
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
生

活
環
境
係
（
内
線
１
５
８
）
県
商
業

振
興
課
金
融
係
（
1
０
２
５
│
２
８

５
│
６
９
６
６
）

４
月
１
日
か
ら
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
羽
根
川
荘
（
田
麦
）
の
入
浴
可

能
な
日
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
●
入

浴
可
能
日
＝
毎
週
火
曜
日
〜
金
曜
日

の
週
４
日
※
休
館
日
除
く
、
日
・
月

曜
日
は
開
館
し
ま
す
が
入
浴
は
で
き

ま
せ
ん
●
問
合
せ
＝
社
会
福
祉
協
議

会
（
1
７
５
０
│
５
０
１
０
）

２月の交通事故発生状況 （ ）内は2月からの累計

春の交通安全運動

運動期間 ４月６日E～15日G（10日間）

スローガン
「春の道 みんなで咲かそう マナーの心」

運動の重点
・子どもと高齢者の交通事故防止
・自転車の安全利用の推進
・シートベルトとチャイルドシートの
正しい着用
の徹底

４月の交通安全キャンペーン

年

18年

17年

発生件数

19（42）

15（36）

死者数

0（0）

0（0）

負傷者数

23（52）

19（43）

よい歯の子 住 所　　保護者

本庁で２月の３歳児健診を受けた子38人

むし歯のないよい歯の子

（中条島）

（錦町２）

（錦町２）

（塩　野）

（駅通り）

（袋町西）

（四日町新田３）

（川治中町）

（十日町栄町）

（高田町２）

（田川町３）

（妻有町東１）

（中条上町）

（当　間）

（妻有町西1・2）

（本町２）

（稲荷町４）

（錦町１）

（土市４）

（河内町）

（田川町２）

（春日町３）

（田川町１）

（河内町）

（大黒沢３）

（下条本町）

（高田町３南）

貴宏

正俊

正俊

勝彦

俊雄

政司

美穂

秀雄

充

和夫

和則

学

健一

雅弘

英和

憲太

明義

勝則

芳信

正典

孝志

芳信

伸次

真一

和司

健一

義則

田 村 ま り あ

皆 川 俊
とし

樹
き

皆 川 晴
はる

樹
き

樋 口 悠
ゆう

香
か

清 水 美
み

緒
お

大 島 愁
しゅう

矢
や

小 宮 山 美
み

憂
ゆう

桐 生 琉
る

憧
どう

藤 間 朱
あ

寿
ず

平 澤 佳
よし

大
ひろ

小 野 塚 大
だい

樹
き

五 十 嵐 梨
り

奈
な

村 山 瑠
る

唯
い

佐 藤 日
ひ

夏
なか

村 山 七
なな

海
み

関 口 智
とも

大
ひろ

根 津 将
まさ

紀
き

太 島 百
も

萌
もえ

石 澤 愛
あい

里
り

村 山 　 颯
りゅう

遠 藤 理
り

紗
さ

風 間 結
ゆ

衣
い

樋 口 真
ま

夏
な

斗
と

須 藤 真
ま

心
こ

桑 原 夏
なつ

海
み

大 橋 　 遥
はるか

中 尾 渉
しょう

馬
ま

4月の
献血

全
血
献
血

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
に
注
意

都
市
再
生
街
区
基
本
調
査

に
伴
う
現
地
調
査
の
期
間

を
延
長
し
ま
す

●対　象 ３歳未満児とその保護者

●日　時 ４月～19年３月の毎週火

曜日午前10時～11時

●内　容 リズム遊び、手遊び、工

作、遠足、運動会、季節の行事など

●会　場 市民体育館（４月～11

月）、サンクロス十日町（12月～

19年３月）

●指導者 富井朝子さんほか支援ボ

ランティアの皆さん

●参加費 年間3,000円

●申込み ４月18日c（開級式）に

市民体育館で。※以降随時、直接

会場で受け付けます

●対　象 郡市内在住で、心身にハ

ンディキャップを持った18歳以上

の人

●期　間 ４月～19年３月

●定　員 20人

●内　容 土・日曜日を中心に、月

１回くらいのペースで地域行事に

参加したり、交流会・レクリエー

ションなどを楽しんだりします

●参加費 必要なときに集めます

●申込み ４月10日bまでに、電話

または中央公民館で直接申込んで

ください

ふれあい学級なかよしランド

子育て支援事業 みんな、仲間だ！

参加者大募集Z

問合せ　中央公民館1757－5011

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
羽
根

川
荘
の
入
浴
可
能
日
が

変
わ
り
ま
す

４
月
の
休
館
日

生
ご
み
処
理
容
器
・

ご
み
集
積
庫
補
助
事
業

支
え
ま
す

あ
な
た
の
未
来
を

税
金
が

３
月
の
納
税
・
納
付

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の

救
済
に
関
す
る
法
律
が

制
定
さ
れ
ま
し
た

老
齢
福
祉
年
金
の

支
払
い
が
始
ま
り
ま
す

12
月
〜
３
月
分
の
児
童
扶

養
手
当
を
振
り
込
み
ま
す

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が

交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
ら

4月12日D
正午より

市道田川南線の供用を
暫定的に開始します

ひ
と
り
親
家
庭
の

中
学
校
卒
業
生
に

お
祝
い
品
を
贈
呈
し
ま
す
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▼
今
も
市
役
所
の
正
面
玄
関
に
並
ぶ
３
つ
の

災
害
対
策
本
部
の
名
前
。
合
併
を
含
め
本
当

に
色
々
な
こ
と
が
あ
っ
た
２
年
間
で
し
た
。

昨
年
４
月
か
ら
は
、
災
害
協
定
を
結
ん
で
い

る
魚
津
市
を
は
じ
め
千
葉
市
・
川
崎
市
の
ほ

か
、
遠
く
は
佐
賀
県
鳥
栖
市
な
ど
、
県
内
外

の
自
治
体
か
ら
延
べ
15
人
の
震
災
復
興
応
援

職
員
を
派
遣
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
１
年

間
の
勤
務
を
終
え
、
こ
の
３
月
を
も
っ
て
帰

任
さ
れ
ま
す
。
慣
れ
な
い
気
候
や
環
境
の
中

で
、
十
日
町
市
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
こ
と
に
、
心
か

ら
感
謝
の
意
を
表

し
た
い
と
思
い
ま

す
。

●４月からの乳幼児・学童の定期予防接種

●心配ごと相談
会場：社会福祉協議会（本所・支所）

時間：午後１時30分～４時

▽十日町本所　毎週木曜日　

▽松之山支所 11日C ▽松代支所 ７日F

▽中里支所　　21日F ▽川西支所　25日C

●高年齢者職業相談
毎週月～金曜日　午前９時～午後５時

会場：高年齢者職業相談室（サンクロス十日町内）

おおむね45歳以上が対象です

●定例行政相談
毎月第２金曜日　午前10時～午後３時

会場：市民相談室・行政相談室

●法律相談 電話で市民生活課市民係へ要予約

毎週木曜日　午後１時30分～４時

会場：市民相談室・行政相談室

●定例社会保険・年金相談
毎月第２・第４木曜日　

午前10時～正午、午後１時～３時

会場：クロス10

2006年4月 April2006年4月 April

出生届を提出した保護者には、生まれ月の翌月20日ころに予防接種の案内を郵送します。対象学童の保護者には、４月に学校を通じて案内します。

●健康相談 保健師による相談

期 日 会　　場 受付時間

3日B・17日B 十日町保健センター

新座コミュニティセンター

大井田コミュニティセンター

川治公民館

吉田就業改善センター

吉田山谷集会所

川西保健センター

羽根川荘

水沢公民館

平成園

松之山支所

中里総合センター

松代活性化センター

中条公民館

北原集落センター

下条公民館

上新田自治会館

午前9時30分～11時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～11時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時～午後4時

午前9時30分～11時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前8時30分～午後5時

午前9時～11時

午前9時～11時

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

※健康手帳のある人はご持参ください。

問合せ 社会福祉協議会1750-5010

▼
こ
の
編
集
後
記
は
、
広
報
担
当
者
に
と
っ

て
特
別
な
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
過
去
を
読
み
返

し
て
み
る
と
、
当
時
の
で
き
ご
と
や
思
っ
て

い
た
こ
と
が
鮮
明
に
よ
み
が
え
り
、
喜
怒
哀

楽
ま
で
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
広
報

に
携
わ
っ
て
５
年
、
お
か
げ
さ
ま
で
１
２
０

回
＋
α
も
の
市
報
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
５
年
間
、
十
日
町
高
校
甲
子

園
出
場
、
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ク
ロ

ア
チ
ア
キ
ャ
ン
プ
、
大
地
の
芸
術
祭
、
中
越

大
震
災
、
そ
し
て
市
町
村
合
併
な
ど
、
数
々

の
忘
れ
ら
れ
な
い
で
き
ご
と
に
立
ち
会
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
現
場
で
の
体
験

を
大
き
な
財
産
と
し
て
今
後
に
生
か
し
て
い

き
ま
す
。「
夢
を
叶
え
る
の
が
ス
ポ
ー
ツ
。

夢
を
叶
え
ら
れ
な
い
の
も
ス
ポ
ー
ツ
。
で
も
、

夢
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
こ
そ
ス
ポ
ー

ツ
」。
ト
リ
ノ
五
輪
へ
の
出
場
を
断
念
し
た

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
元
女
王
、
ア
メ
リ

カ
の
ミ
シ
ェ
ル
・
ク
ワ
ン
選
手
は
記
者
会
見

で
さ
わ
や
か
に
言
い
ま
し
た
。
旅
立
ち
の
季

節
で
す
。
新
天
地
で

も
、
何
ご
と
に
も
目

標
に
向
か
っ
て
努
力

し
続
け
ま
す
。

11日C

20日E

13日E

21日F

28日F

24日B

持参するもの
・母子健康手帳（忘れると接種できません）
・予診票　　・体温計　　・筆記用具

●個別接種で実施するもの（医療機関で通年実施）

保護者が医療機関に直接予約し、医療機関で接種を受けて

ください。個別接種を実施する医療機関の詳細は、本庁・

各支所の窓口などで配布しています。

●集団接種で実施するもの（十日町保健センターで春・秋実施）

ポリオ予防接種は、十日町保健センター会場１か所で実施

します。

※お子さんの体調などにより対象地区以外の日程で接種
してもかまいませんが、できるだけ指定日を守ってく
ださい。

※ポリオ接種後、４週間はほかの予防接種を受けられま
せん。対象期間が短いＢＣＧと接種時期が重なる人は、
ＢＣＧを先に接種しましょう。

たかき医院 土市５ 758-2361

医療機関名期 日 住　所 電話番号

２日A

９日A

16日A

●休日救急医

事 業 名 期 日 受付時間 対象児

３歳6か月児
健　診

1歳6か月児
健　診

26日D 午後1時
～1時30分

17年12月
生まれの
乳　児

19日D 午後1時
～1時30分

17年６月
生まれの
乳　児

４か月児
健　診

12日D 午後1時
～1時30分

16年10月
生まれの
幼　児

2歳6か月児
身体測定

19日D
15年10月
生まれの
幼　児

10か月児
健　診

20日E 午後1時
～1時30分

14年10月
生まれの
幼　児

午前9時
～９時30分

●乳幼児健診

●離乳食教室

◎対象の期日に受診できなかったときは、住んでいる

本庁または各支所へ連絡してください。

◎３歳６か月児健診前に検査セットを送りますので、

届かない人は本庁へ連絡してください。

乳幼児健診の会場が変わります

４月から乳幼児健診の会場は、

十日町保健センター１か所になります。

健診ごとに毎月実施します。

◎会　場…十日町保健センター（十日町市役所となり）

◎持ち物…母子健康手帳、問診票、

フッ素塗布希望確認票（１歳６か月児のみ）

視聴覚アンケート（３歳６か月児のみ）

着替えやおむつなど必要なもの
29日_

30日A

23日A

対象児と内容 開　催　日

２か月～４か月児

離乳食準備～前期

会　　場　十日町保健センター

受付時間　午前９時45分～午前10時

直接会場にお越しください

４月11日C

対象児と内容 開　催　日

６か月～９か月児

離乳食中期～後期

会　　場　川西保健センター

受付時間　午前９時45分～午前10時

直接会場にお越しください

対象地域　川西・松代・松之山

４月20日E

津南病院 津南町 765-3161

本町クリニック 本町３ 750-1160

せき整形外科 四日町２ 750-1155

池田医院 本町西１ 752-2581

富田医院 上新井 761-0200

松之山診療所 松之山 596-2240

小林内科医院 中町 752-7155

（優）

25日C

27日E

対　象　地　区

川 治 ・ 六 箇 ・ 水 沢

川西・中里・松代・松之山

中 条 ・ 下 条 ・ 吉 田

十　　日　　町

ポリオの予防接種（春期）

会　　場　十日町保健センター（十日町市役所となり）
受付時間　午後２時～２時45分（２時30分接種開始）

実施日

４月10日B

４月14日F

４月17日B

４月21日F

実施方法

個別接種

集団接種

※日本脳炎予防接種は現在、厚生労働省通知により休止しています。

対象区分

乳　児

予防接種の種類 対　象　年　齢 実施会場（実施時期）

ＢＣＧ

三種混合第１期

麻しん

風しん

日本脳炎第１期

日本脳炎第２期

二種混合第２期

ポリオ

第１期

第２期

生後６か月未満

生後３か月以上７歳６か月未満

生後１歳以上２歳未満

小学校就学の前年度（１年間）

生後６か月以上７歳６か月未満

９歳以上13歳未満

11歳以上13歳未満

生後３か月以上７歳６か月未満

個別接種協力医療機関

（通年実施）

十日町保健センター（春・秋）

乳幼児

学　童

乳幼児

《
注
意
事
項
》

・出生届時にお渡しした「予防接種と子どもの健康（小冊子）」
を必ず読んできてください。

・対象年齢、ほかの予防接種との間隔に注意してください。
・受付時間を守ってください。遅れると接種できないことが
あります。

・母子健康手帳を必ず持参してください。忘れると接種でき
ません。

・対象年齢を過ぎると任意接種（自費接種）になります。

（玉）
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